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多数の超新星爆発等によって形成された膨張シェルは周囲の低密度ガスを圧縮し、誘発的に分子雲・星を形成
すると考えられている。大マゼラン雲（LMC）には、Hα, HI の観測からスーパージャイアントシェル（SGS）と
呼ばれる直径 1kpc を超える大規模なシェル状構造が同定されているが、その周囲での分子雲・星形成の誘起につ
いては分布を見る形態学的な研究に留まっており、SGSやそれ同士の衝突が星間ガスに与える力学的な影響の調
査は行われてこなかった。今回我々は LMCの SGS LMC4と LMC5に挟まれるように位置する星形成領域N48,
N49領域周辺の巨大なリッジ (∼300 pc)に対し、ATCAによる 1.5kmの長基線でのHI 21cm 輝線でのモザイク観
測を行った。過去の短基線でのATCA観測、および ParkesのGASSサーベイのアーカイブデータと合わせるこ
とで、約 30′′(∼ 7.5pc)の分解能で巨大なリッジのより詳細なHIガス構造を明らかにした。得られたHIガスデー
タを用い、これまで ASTEおよびMopraで観測した巨大分子雲の COガス分布とのチャネルマップや位置速度
図上での比較からガスの運動状態を調査した。高分解の観測により、HII領域 (N48)や超新星残骸 (N49)の周辺、
およびリッジの最も柱密度の高い領域ではガスの高速度ウイング成分が新たに検出され、星間ガスのショックが
起きていることが確認された。これらの観測から得られた成果は SGS同士の相互作用により星間ガスが複雑な速
度構造を作り、分子雲・星形成を誘発してきたことを示している。本講演では、この領域での PlankやHerschel
で得られたダスト β、温度、透明度を用いた光学的に厚いHIの柱密度の補正についても議論する。


